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五島警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和５年７月31日(月) 13時30分～15時20分

場 所 五島警察署講堂

１ 協議会

佐々木会長 末留委員 稲生委員 入口委員 小杉委員

坂本委員

出 席 者 ２ 警察署

松尾署長 峰副署長 岡田警務課長 松尾生活安全課長

山口地域課長 佐々交通課長

３ 書記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい

て、次のとおり説明があった。

(1) 「道路管理者等と連携した交通安全対策の推進」について

ア 道路管理者と連携した交通安全対策を実施した。

イ 五島市通学路安全推進会議を開催した。

ウ ドライブレコーダーの設置状況について確認した。

(2) 「行政等に対する防犯カメラやドライブレコーダー設置の働き

掛け及び協力要請」について

ア 防犯カメラの設置状況について確認した。

イ 行政に対する必要な要請を行った。

会議の状況 ２ 諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況について

署長から、前回協議会における諮問テーマ「窃盗事件の発生を抑

止するための方策について」への答申に対する推進状況について、

次のとおり説明があった。

(1) 「鍵掛けの広報をしてもらいたい」について

ア 関係機関との防犯パトロールを実施した。

イ 防犯キャンペーンを実施した。

ウ ミニ広報紙を活用した広報を実施した。

(2) 「発生状況の情報発信をしてもらいたい」について

ア ホームページを活用した情報発信について紹介した。

イ 各種会合を通じての情報発信を実施した。

３ 令和５年４月から６月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 各種犯罪抑止対策の推進

ア 企業と連携した犯罪抑止対策として

○ヤクルト配達員と連携したニセ電話詐欺被害防止広報

○ぱちんこ店の電光掲示板を活用したニセ電話詐欺被害防

止広報



を実施した。

イ 犯罪情勢に応じた犯罪被害防止対策として

コンビニエンスストア店舗に対する防犯指導

を実施した。

(2) 春の行楽期・行事等におけるパトロール警戒活動の推進

ア パトカーによるレッド走行でのパトロール活動を実施した。

イ イベント会場への立ち寄り警戒を実施した。

ウ 小学校の登下校時の街頭活動を実施した。

エ 小中学校行事に対する見守り活動を実施した。

オ 制服警察官による見せる警戒を実施した。

(3) 身近な犯罪の検挙

ア 刑法犯の発生状況

イ 身近な犯罪の検挙

(4) 子供に対する交通事故防止対策の推進

ア 通学路対策として交通指導取締・街頭監視活動を実施した。

イ 未就学児童や小学生等に対する交通安全教育を実施した。

(5) テロ対策の推進と災害対策の推進

ア Ｇ７長崎保健大臣会合における警備活動に従事した。

イ 災害危険箇所調査や災害装備資機材使用訓練を実施した。

(6) 積極的な人材確保活動の強化

ア 巡回連絡を通じての各世帯に対する募集活動を実施した。

会議の状況 イ 中学生による職場体験学習での警察広報活動を実施した。

４ 業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 夏休み期間等における少年の非行防止対策の推進

(2) 夏期における水難・山岳遭難の防止の推進

(3) 身近な犯罪の検挙

（4）飲酒運転を始めとする夏期特有の交通違反対策の推進

(5) 緊急事態対策の推進

(6) 積極的な人材確保活動の強化

５ 速度取締りの指針について

交通課長から、速度取締りの指針について、次のとおり説明があ

った。

(1) 五島警察署の速度取締り重点

(2) 五島警察署管内における交通事故実態

(3) その他の交通指導取締り重点

６ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。

(1) 諮問テーマ

円滑な職場環境を構築するための方策について

(2) 協議会からの答申

佐々木会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内

容について確認があり、全会一致で了承された。

○ 署員間のコミュニケーションを入念に図ってもらいたい。



１ 様々なメディアを活用した広報活動の推進

幅広い年齢層の市民に対して情報を浸透させるため、世代に応じ

たメディアを活用した広報活動をお願いしたい。

提 出 意 見 ２ 自転車の対策を含む交通安全対策の推進

夏休みに入り、学生や観光客等による人車の通行が多くなるため、

自転車の通行方法指導やヘルメットの装着促進を含めた交通安全対

策をお願いしたい。


